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徳島県立中央病院 産婦人科部長 西村 正人

婦人科癌（子宮頸癌、子宮体癌、卵巣癌）の罹患率が年々増え続けています。

その中で子宮頸癌は若年のかたでもかかる疾患で、ヒトパピローマウイルス

感染がその原因です。子宮頸癌の前癌病変は病変部を薄く切除したり、レ

ーザーで焼灼することで治癒するので、これから妊娠を考えている患者さんには

最適の治療です。一方で浸潤癌は、腫瘍の大きさや広がりで治療は変わってきま

す。通常は広汎子宮全摘術が選択されますが、若年の方で妊孕能を温存する希望

がある患者さんに子宮体部を温存する広汎子宮頚部切除などの治療が行われる事

があります。当院では、妊孕性温存、機能温存を可能な限り考慮した治療を目指

しています。

婦人科癌に対する薬物療法は最近めざましい進歩があります。 阻害薬や

免疫チェックポイント阻害薬が新たに導入され、治療成績が改善しています。子

宮頸癌ではパクリタキセル＋カルボプラチン＋ペムブロリズマブ＋ベバシズマブ

の４剤併用治療が導入されました。子宮体癌では再発時の２次治療として、ペム

ブロリズマブ＋レンバチニブの併用療法が行われています。効果はかなり高くこ

れまでの治療では奏功しなかったものが治るようになってきましたが、有害事象

もかなり多く、治療の継続が課題になっています。当院では薬剤師外来で患者の

服薬状況や症状などをチェックし、さらに院外の調剤薬局とも連携して、安全に

治療が行えるシステムを構築しています。進行卵巣癌では初回治療終了後の再発

が多く問題となっていましたが、 阻害薬が導入され、オラパリブ＋ベバシ

ズマブ併用療法やニラパリブの維持療法で再発が極めて少なくなっています。当

院ではこれらの最新治療を積極的に導入し患者さんの安心につなげる医療を展開

しています。今後は抗体薬物複合体が再発子宮頸癌や再発卵巣癌に導入が期待さ

れていますが、当院でも速やかに導入できるよう準備を行いたいと思います。

私は、令和６年 月に前任地の徳島大学病院より着任して産

婦人科の診療を行っています。婦人科腫瘍専門医として、がん

に強い病院をめざしたいと考えています。当院では以前より子

宮筋腫や子宮脱、卵巣腫瘍などの良性疾患に対する腹腔鏡手術

やロボット支援手術を積極的に行っています。周産期診療も

を備えた高次医療施設としての使命を果たすべく今後と

も頑張りますので、よろしくお願い致します。
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徳島県認知症疾患医療センターのご案内

認知症疾患医療センターでは、認知症の鑑別診断を行う認知症専門外来と、 外来を
行っております。ご予約の際は、認知症外来専用の 受診申込書にてお願いいたします。

年 月より、認知症治療薬『レケンビ』の使用が可能となりました。

◎診療案内 予約制 認知症専門外来 水木金 午後 ・ 外来 月 午後

◎お問い合わせ 平日 ～ （土日祝・年末年始除く）
電話 つながらない場合は 中央病院代表 まで

（認知症疾患医療センター直通
 

  

 

《報告》

皆様のおかげをもちまして､

令和６年７月は、地域医療支援病院

紹介率 ９６．５％ 逆紹介率１５１．０‰でした。

による事前受診予約件数は１，１８２件でした。
今後も地域医療連携推進に努めます。何卒よろしくお願い申し上げます

当院のがん相談支援センターでは、がんに関する悩み事や不安について、専門の相談員が相談

支援を行っております。

院内外問わず、地域の医療機関の皆様からのご相談もお受けしております。

お気軽にご連絡ください。

以下のようなご相談に対応しております。

・がんの治療に関する一般的な情報が知りたい

・緩和ケアについて知りたい

・アピアランスケアを受けたい・知りたい

・他のがん患者さんと話をしてみたい

・がん治療をしながら、仕事を続けていけるか不安 など

窓口：当院１階 総合案内 がん相談支援センター

ＴＥＬ： （内線： ）

がん相談支援センターのご紹介


